
令和６年度コミュニティ会議情報交流会 事例発表

組織名 【矢沢地域振興会】 事業名 【伝統芸能振興事業】
新規・継続 継続（事業開始：平成２０年度） 平成１９年度に組織として発展的に改称した翌年度に、

矢沢地域振興会の最大事業として取り組み開始。

実施形態 矢沢地域振興会、矢沢地区教育振興協議会、矢沢地域民俗芸能保存団体協議会の三者が
拠出する助成金が運用資金

実施主体 矢沢伝統芸能伝承大会実行委員会（現在は矢沢地域振興会・矢沢地区教育振興協議会・
矢沢地域民俗芸能保存団体協議会の役員等からなる４１名で構成）

【矢沢地域民俗芸能保存団体協議会とは】
◎平成２０年２月２日に、「子どもや若者の郷土芸能の伝承活動を推進するとともに、公演の場を設け
るなど地域全体で郷土芸能の伝承に取り組む」ことを目標として結成（当時１３団体、現在１５団体）

⇒  矢沢地域振興会からの各芸能団体交付金助成事業の受け皿となる連絡組織（交付金４８万円）
◎協議会発足１年後の平成２１年１月１８日に第１回矢沢伝統芸能伝承大会開催

⇒  初めての催しに多くの観客が来場し大盛況。一方、冬季の開催による寒さが問題となり翌年から秋
の収穫を終えた１１月の開催となる。
【伝承大会開催の目的】
◎ふるさと矢沢に連綿と続いてきた神楽、舞、
唄などの伝統芸能の隆盛を図りながら、後世
に伝承していく活動を行い、地域住民のふる
さと意識の高揚と世代間交流によりコミュニ
ティ意識の醸成を図り、健康で豊かな住みよ
い地域づくりに資することを目的とする。

第１回大会
DVD表紙



伝統芸能振興事業 （矢沢地域振興会）

事業概要
◎スケジュール
（１）伝統芸能振興事業部会会議（平成２７年度の矢沢地域振興会役員会で設置が決定、会員１７名、

会長：矢沢地域民俗芸能保存団体協議会会長が兼務）、７月下旬開催（大会運営の概要検討）
（２）矢沢伝統芸能伝承大会実行委員会（会員４１名、会長：矢沢地域振興会会長）、

９月下旬開催（大会概要決定）
（３）伝承大会（１１月中の日曜日の午後開催、後片付け後に直会開催（役員・小・中・高生を含む出

演者等多数参加）
◎具体的な方法・手順
①出演団体への依頼文書②協賛者への依頼文書③ご来賓案内文書④実行委員及び芸能団体への協力依頼
⑤地域への回覧用チラシ作成（班回覧３４６部）⑥当日配布のリーフレット作成（３００部）
⑦協賛者へのご案内文書（リーフレット同封）⑧音響設備及びDVD作成業者依頼
⑨出店依頼（地元の菓子作りの名人）⑩大会前日の実行委員及び神楽団体による会場設営
⑪大会当日の対応（会場整理・駐車場整理・受付・観覧・後片付け等）⑫大会翌日の最終片付け
⑬出演団体へのDVD配布⑭直会の手配等準備
◎参加人数
①部会：部会員＋振興会会長・副会長＝１９名
②実行委員会：４１名③大会前日の準備：５０名
④大会当日：３５０名（実行委員等５０名、
出演者１００名、観客２００名）
⑤直会（１００名）



伝統芸能振興事業 （矢沢地域振興会）

第１０回記念大会（平成２９年１１月２６日開催）
記念事業
（１）記念講演：花巻市総合文化財センター所長・中村良幸氏「矢沢の伝統芸能」
（２）物品購入：役員用半纏（５０着）、のぼり旗購入（１０本）
（３）寄贈：矢沢地域民俗芸能保存団体協議会より垂幕寄贈（２本）
（４）招待演目：谷地鬼剣舞保存会による「刀剣舞の狂踊り」「宙返り」「三人加護」



伝統芸能振興事業 （矢沢地域振興会）

伝統芸能の課題と成果
◎ 神楽団体の存続の困難さ
令和６年度に 東十二丁目行政区内の１団体が後継者難のため

に解散 ⇒ 今後、解散する団体を阻止するためにも、この伝
承大会の役割の重要性が大きくなった。
◎ コロナ禍後の伝承大会の再開
コロナ禍の空白時期を経て伝承大会の再開が危惧されたが、

胡四王神楽や幸田神楽を始め神楽団体は細々ではあったが、継
続的に練習を重ねたことにより令和４年に３年ぶりの第１３回
大会再開へ向けて前向きに取り組めた。
◎ 第１３回伝承大会（再開大会：令和４年１１月２０日開催）
・開催時間を短縮するため、幸田神楽と胡四王神楽の演目を通
常大会の３演目から２演目に減らして実施。
・コロナ対応として涙を呑んで直会を中止とした。⇒ 翌年の
通常開催の喜びが増大
◎ 新たに第１２回大会から 胡四王百姓踊りが復活
◎ やさわこども園や島こども園の年長児による演技におじい
ちゃんおばあちゃんも喜びの観覧

◎ 胡四王神楽や幸田神楽では小学生を始め子ども達も練習から参加。伝承大会でも見事な演技を披露
◎ 今年の大会には幸田神楽の弟子神楽である高松神楽が鶏舞をご披露



伝統芸能振興事業 （矢沢地域振興会）


